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（センターだよりっ

.=新汎用機のアプリケーションの紹介＝

動的陽解法構造解析ソフトウェア「PAM—CRASH」概要説明

1 • はじめに

PAM—CRASH はその数値解法的側面から、動的陽解法有限要素法構造解析ソフトウェアとして位置付けられます

が、もう一つの側面、すなわちその適用分野から衝撃・衝突解析ソフトウェアとして広く知られております。

ここでは、その適用分野に焦点をあて、その成り立ちから基本的な機能、主な適用事例等を中心に説明を進め

て参ります。

2. ESIにおける衝突解析の歩み

1 9 7 8年

ESIで行われた最初の純粋な衝突解析は、原子カリアクターヘの軍用機の衝突ケースを扱ったものです。当時、

多くの原子カプラントが世界中で建造されましたが、 ドイツで試みられたこの解析は原子カプラントに 21 5 

m/sで衝突する単発軍用機を想定してシミュレーションがなされました。軍用機のモデルは 6m長の単純なシリ

ンダー形状のものでしたが、原子力安全委員会が数値シミュレーションの有効性を確信するには充分な結果が

得られました。

1 9 7 9年

この年、仏アエロスパシャル社との共同プ

ロジェクトで実施された解析は、ヘリコプタ

ーの墜落時の状況をシミュレーションする

ものでした。ローターの回転により、猶地時

の速度は比較的低速度を想定したにも関わ

らず、猶地時の衝撃エネルギーを吸収し得な

いことが予測され、キャビン下部の構造が変

更されました。

1 9 8 1年

この頃から、自動車会社で大変形問題に適用するための数値解析技術の

模索が開始され、 ESIとMercedesBenzとの間である解析がなされました。

この時は未だフルカーには遠く及ばず、取り出した単一部材の準静的荷重

時の座屈解析でした。しかし、この解析が後の衝突解析への足がかりにな

ったのです。
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1 9 8 4年

この年、仏 NavyがESIを訪れ、当時計画していた空

母の船体の 2重化の解析評価をするプロジェクトが開

始されました。この解析の目的は、空母と大型タンカー

の衝突を想定したもので、衝突時に空母の 2重船体が破

断するかの予想をするためです。タンカー側の船首は全

て剛体で定義し、タンカーの変形による衝突エネルギー

の吸収要因は無視しています。それでも尚、当時のコンピュータの計算能力の低さから、マク目要素によるモ

リング技術を開発し、解析モデルサイズの削減に成功しました。

1 9 8 5年

1 9 8 9年

1 9 8 5年、この年世界に先駆けて最初のフルカー

モデルによる衝突解析を実施しました。ドイツ自工会

のスポンサーシップで始められたこのプロジェクト

は、車の衝突試験に数値シミュレーションを適用する

際の、技術的、経済的適合性を調査することを目的と

していました。これまでの 7年に渡る衝突解析の経験

を認められ、このプロジェクトを実施するコンサルテ

ィング会社として、 ESIが選定されたのです。この解

析を契機に自動車の衝突解析が実用的なものとして

広く普及し、今日の衝突解析の拡大に繋がったのです。

この頃になると衝突解析も各業界から徐々に認知されるようになり、仏国営の鉄道会社との列車衝突解析の

プロジェクトが、この年 PAM—CRASH を使用してスタートしました。車両単体の解析から複数車両を連結しての

大規模解析まで、実用的な計算時間で解析されるようになったのもこの頃です。
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1 9 9 1年

自動車の衝突解析が幅広く普及するにつれて、新しい材料に対する取り組みも活発になり、この年、ある樹

脂材料メーカーとの共同研究プロジェクトで、車体への複合材適用の可能性を探る研究がなされました。

これまでの鋼中心の衝突解析から樹脂等の新材料を含む構造体へ適用が広がり、それにつれて新しい材料タイ

プや接触タイプの開発が活発になされるようになりました。

3. PAM—CRASH の開発経緯

ESIにおける衝突解析への取り組みは前述の通り 19 7 8年に遡りますが、初期の解析は陰解法を用いた ESI

の内製非線形コード PAM—NL を使用して行いました。当時スーパーコンピュータの使用は非常に限定されたもの

でしたので、解析に使用したコンピュータも CDC7600やVAX11/780のミニコンピュータが主流でした。

その後、 1960-70年代に主に米国防省の研究所や大学で研究的に開発されたコードを基に、衝突現象に

特化した商用ソフトウェアの開発に猶手し、今日の陽解法有限要素法に基づく PAM—CRASH となったのです。

1 9 7 4年、ESIでは MarkWiI kinsにより開発された陽解法有限差分法コード HEMPを、軍事関連の衝撃・貫通・

爆発現象に適用し、その後、独自のコーディングにより、材料モデルの追加、リゾーニング機能の開発等、検

証を重ねました。

1 9 7 6年、 T.Belytschkoの開発による WHAM2Dの薄肉シェル要素を上記のHEMPに採用し、フランス高速増殖

炉「Superphenix」の炉心事故を想定したシミュレーションに適用しました。この解析では、構造部を薄肉シェ

ル有限要素で、液体部を有限差分としてモデル化し、それぞれ接触面を介して結合しています。

この時点で、自動車フルスケールの衝突解析への陰解法の適用から、より大変形現象に有効な陽解法への移行

が方向付けられました。その後、 19 8 1年に T.Belytschkoによって書かれた陽解法有限要素法のWHAM3Dを、

また、 19 7 8年に J.O.Hallquistによって開発された DYNA3Dを取得し、内製の HEMPを中心に、変更・追加・

検証の結果、商用の陽解法有限要素法コード EFHYD—3D が完成されました。

1 9 8 4 年、この EFHYD—3D からシェル構造物の衝突解析に必要な機能を抽出し、同時に 3 節点シェル要素から

4 節点シェル要素に置き換え、さらにアワーグラスコントロール機能を付加して、最初の衝突• 衝撃解析専用

ソフトウェアとして PAM—CRASH が世に送り出されました。

このように PAM—CRASH の成り立ちは、 ESIのコンサルティング業務を通じて、その時々の解析ニーズ、利用可

能技術、コンピュータ資源等の利用環境を考慮して拡張・開発されてきたのです。
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4. PAM—CRASH の機能概要

PAM—CRASH は、ソリッド・シェル・ビーム・バー・剛体からなる構造体の衝撃・衝突現象を解析するために開

発された、 3次元ラグランジアン陽解法 FEMソフトウェアです。今日、その適用範囲は衝撃・衝突現象だけだ

はなく、以下の点で強い非線形性をもつ現象一般に用いられています。

—幾何学的非線形

—材料非線形

—接触（境界）非線形

以下にその概要を示します。

4 . 1 解法

PAM—CRASH は

ます。

を基本としており、その時間積分には以下の中央差分法を基にした陽解法を用いてい

まず、有限要素で離散化された系に対する運動方程式を

以下にホします。

Ma = Fext - Fint (1) 

ここで、Mは質量マトリックス、Fextは、与えられ

外力、 Fintは、その時生じる内力を表しています。

ある時刻 tnにおける加速度は、式 (1) より、

an = Mー1(Fext - Fint)n 

Vn+112 = V正 1/2+ an△ tn 

Un+1 = Un + Vn+112△ tn+l/2 
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る

として得られ、中央差分法に従って、次式 (3) 、 (4) 

の通り速度および変位を求めることができます。

以降、時間積分していくことで最終的に求めたい時刻での

変形、応力分布などが求められます。

□l T 

N・1/2
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ここで、添字nー1/2、n、n+l/2、n+1は、計算に用いられるタイムステップ△tの1/2あるいはフルステップを

表しており、この単位タイムステップ△tは計算の安定条件により自動的に決定されます。
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4. 2 計算安定条件

陽解法において時間積分を安定的にすすめるためのタイムステップは、扱う有限要素モデル中の最小要素の代

表的な長さに比例し、かつ、次式 (5) で表される、指定した材料内を伝播する弾性応力波の速度に反比例し

ます。

c = ,;(E。/p) (5) 

ここで、 E。およびpは、それぞれ与えられた材料の初期弾性率、質量密度です。

陽解法プログラムでは、 Courant条件とよばれる安定条件

△ t < d叩n/ C (6) 

を満たす必要があり、従って単位タイムステップは、扱う有限要素モデル中の最小要素の代表的な長さ d叩nを

弾性応力波が伝播する時間以下に保つようにプログラムで自動的に設定されます。

陽解法を用いての解析時間は、このタイムステップの繰り返し回数に比例するため、解析モデルを作成すると

きは、 dminの対象となる最小要素をできるだけ大きくとることが重要です。さらに解析中に局所的に過度な変

形が進行した場合、それにつれてタイムステップが小さく変化していくため、計算がそれ以上進まなくなるこ

とがあります。 PAM—CRASH ではこの問題を避けるための手段として、ユーザーが指定した値以下にタイムステ

ップが落ちないよう制御するためのコマンド"DTMIN"が用意されています。

SOLUTION 
TIME STEP 

t:,.T。

DTMIN 

4 . 3 サブサイクリング

△ Ts 
UTMIN = user specified smallest 

time step, attained at time T1 

叫 (T) = solution time ste as a p 
function of solution time 

--
T1 T3 TIME T 

前項で言及しましたタイムステップ制御機能に加えて、計算時間を節約するための方法としてサブサイクリ

ングがあげられます。

これは、解析モデル中、同程度のタイムステップをもつ要素群を最大4つのグループに分類し、そのグループ

毎にあるタイムステップを割り付けるものです。この機能により、最小要素にモデル全ての要素のタイムステ

ップが影響されるのを防ぎ、計算時間を短縮することが可能になります。
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4. 4 アダプティブメッシュ

大変形問題を扱う場合、解析結果のメッシュ依存性を

無視することができませんが、また一方で解析後の変形

をあらかじめ想定してメッシュの粗密を考慮ことも現

実的ではありません。 PAM—CRASH では、この問題に対応

するひとつの手法として、大きな変形が発生する近傍の

要素を自動的に細分割するアダプティブメッシュ機能

を提供しています。

4. 5 サブストラクチャリング

PAM—CRASH では計算時間を節約する方法として、サブストラクチャリング機能を提供しています。

これは、初期計算でユーザーがあらかじめ定義した領域（サブストラクチャ）の境界節点の変位情報を時刻歴

でファイルに保存し、 2回目からの計算では、ここで保存したファイルを境界条件として呼び出すことで、注

目したい領域だけを計算する手法です。

大規模な解析モデルから注目したい一部分だけを取り出して計算することで、最適化などの繰り返し計算を要

する場合において非常に有効な機能となります。

4. 6 モデリング機能

4 to 8 nodes 

Rivet 
Spotweld 

2 nodes 

3 to 4 nodes 

ノト・ンェル・膜・ビーム・バー等の各要素タイプPAM—CRASH は空間の離散化に有限要素法を用いており、ソリ ,, 

とジョイント・剛体（壁） ・リベット／スポットウェルド・スライディングインターフェイスを使用してモデリ

ングを行います。

大阪大学大型計算機センターニュース
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スライディングインターフェイス

PAM—CRASH で扱うほとんどの解析ケースには物体と物体の接触が含まれております。様々な接触形態に対応でき

るよう、以下の接触タイプが用意されています。

—スライド

ータイド(3DOF,6DOF)

ーソリッド内部面コンタクト

—面・面間コンタクト

—接点・面間コンタクト

—セルフコンタクト（右図）

ーボディ・面コンタクト

ーボディ・ボディコンタクト

—辺・辺コンタクト

解析モデル作成に発生する初期貫通は、解析計算の過程で多くの不安定現象を引き起こします。 PAM—CRASH では、

この初期貫通を自動的に回避する機能を提供しています。

リベット／スポットウェルド

リベット要素は移動を拘束し、スポットウェ

ルド要素は移動及び回転を拘束して 2つの節

点を結合します。いづれの要素も、限界引っ

張り強度と限界せん断強度の組み合わせで定

義される破断判定値により、破断を考慮する

ことができます。

SPOTWELD 

戸
RIVET 

三／
PAM—CRASH の最新版では、節点が存在しない箇所においてもこの要素を設定することが可能です。

4. 7 材料モデル

PAM—CRASH で設定可能な材料・材質は以下の通りです。

ー鉄・非鉄金属

—プラスチック

—ゴム

—フォーム材

ー複合材料

—ガラス

ー繊維

•—コンクリート

—爆発物
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弾塑性モデル

ここでは一般的によく使われる弾塑性材料について説明を加えます。弾塑性材料は、 PAM—CRASH の中でも数種類

の材料モデルが提供されておりますが、損傷や歪み速度依存性を考慮すべき弾塑性材料モデルの挙動は下図に

集約されます。

true 
stress 
CJ(E,E ; d) 

<J(e.C ; d) = cr0(E,£,-erl f(E,E) g(d(c,e)) 

1..-.y-J l.....y-J~ 
basic stress strain rate 山mage
strain law dependency function 

(g=l-d) 

叫:::::,ぃ｝口：：Cd
a0(e, 料cl・）
(undamaged) 

Go(€, 后） g(d(e, 伍））
(damaged) 

£ 
(a) 

d(E, 匂

0, .. o 0 L1;J:tと>紐9
d=l—醐。 • C 

まず損傷を持たず、かつ歪み速度依存性を考慮し

ない状態での基本応力—歪み式を <5o(e:, e:')とす

ると、 f(e: , e:')で表される歪み速度依存関数、

g(d(e:, e:'))で表される損傷関数各々を基本応力

—歪み式に乗することで、多くのの弾塑性特性を考

慮することができます。ここで、損傷パラメータ

はl<d(e:, e:')<l, g=l-dとします。

歪み速度依存関数は材料の降伏応力を高める方向

に、また、損傷関数は材料の剛性を減ずる方向に

慟きます。

ここで示した損傷モデルは、 LemaitreとChaboche

によるもので、金属、樹脂、複合材、フォーム材

を問わず多くの弾塑性材料に適用が可能です。

このほか、延性を持つ金属には Gurson損傷理論を基にした材料モデルが用意されています。

この材料構成則は、 Valenciennes大学との共同開発によるもので、塑性歪みが破壊の核を進展させ、進展した

微小破壊が合体して最終的な材料挙動に影響を及ぼす様子を考慮しています。

LY 

Macro 
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5. 利用環境

PAM—CRASH を使用する環境として専用プリ／ポストプロセッサを提供しています。

5 • 1 プリプロセッサ

PAM—CRASH の専用プリプロセッサとして、 PAM-GENERISを

提供しています。

PAM—GENERIS は、 PAM システムはもちろんのこと、市販の

汎用メッシュジェネレータからのメッシュデータ、および

他の解析ソルバーの入力形式で作成されたメッシュデー

タを取り込むインターフェイスを用意しており、取り込ん

だメッシュデータに、境界条件、荷重条件、材料特性をイ

ンタラクティブに指定することができます。

一般的な構造解析に必要な機能に加え、乗員安全解析のた

めのダミー位置決めプログラム POSITIONER、エアバッグ

を折り畳むための FOLDERなど、ユーザーの使い勝手を徹

底的に追求した環境が実現されています。

R叫u,

囚ngth I lntrnlt, J r,,1, 

' 
W,!llead W繍 I叫

一Yllll!llilllllll -,.. 111111 
呻 lal,.,;;,,;'.'l!llllllill I''"''" ...! 色．廿
枷"-'墜唖1.'.吐ぎ．→'~1 -
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5. 2 ポストプロセッサ

PAM—CRASH の専用ポストプロセッサ PAM—VIEW は、衝突• 衝撃解析に必要な全ての出力情報を網羅する機能を

備えています。変形図の高速アニメーションや、各種コンター表示はもちろん、 SAE・FIRlOOフィルターや HIC・

GADDなどの衝突安全解析に欠かせないインデックス表示など、専用ポストならではの充実した機能を提供して

います。

ーP贔MWW/1/1.0
..... 叫 山〇坤y -伍

し叫気..... 

し曰...●'"" 
...... 箕'"嘗
はユて
Vil, 山W●い出U,,c:,,.,,c-,-,,. 
一郎II/PC
'"''● "'"" "' 
函

＂誓 H む"""

""""'心- -・ 釦.'
HlCot蹴....
, HICwi"'•'"• ,._』¥
IHPCC......-- O一.,..,..,.,._ . 一
""'"'... , 的'"
, ...... 叫

a苧切"""'

Ok : 叫'" Clo引'!"';

-cur,,,""'""' ： 血曰
9罵,....... 輝 l闊-・細輯"●IJ 
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1, 釉““叫釦Iべ霞lr
, “記,... ヽ,. ..,,., 血ず
I U臼“‘“心,_... ば叩”
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［主な出力情報］

ー変形図、アニメーション

—応力、歪み

—加速度、速度、変位

—各エネルギー履歴

—HIC 、 GDAA

etc ... 
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平成10年度プログラム指導員

プログラム指導員は、大口利用者を有する連絡所またはジョブ処理件数の多い連絡所のうちで、

最も利用頻度の高い利用者に対して、本センターがご協力をお頻いしているものです。

寮蘭 の利 でプログラムについての且唆が りましたら、 のプログラム乙‘首口にご

祖談菱襄る」ご屁こ案麿しこなしーこます＝年

I 

氏 名 所属及び連絡所 職名 指導曜日 指導場所 指導内容

大阪教育大学

越桐 展雄 教育学部理科教育講座 助教授 適時 研究 FORTRAN 

TEL 0729-78-3373(ク‘イヤルイン） Mathematica 

〔E-mail koshi@cc.osaka-kyoiku.ac.jp〕 インクーネット

兵庫教育大学

渡邊正樹 学校教育学部生活健康系 助教授 適時 研究 SPSS 

TEL 0795-44-2178 

[E—mai1 masawata@l i fe. hyogo-u. ac. jp〕

高知医科大学

奥原義保 医学部附属医学情報センター講 師 適時 研究 FORTRAN 

TEL 0888-80-2212 I 
[E—mail okuharay@mcd.kochi-ms.ac.jp〕

大阪府立大学

岡本真彦 総合科学部人間科学科 講師 適時 研究室 インタ ネット

TEL 0722-54--9634 

〔E-mail okamoto@psy.cius.osakafu-u.ac.jp〕

大阪市立大学

藤本益美 工学部建築学科 講師 月～金 研究室 FORTRAN 

TEL 06-605-2989 VCIT 

[E—maiI fujimoto@arch.eng.osaka-cu.ac.jp〕

奈良県立医科大学

平井 薗友 医学部物理学教室 助教授 適時 研究室 FORTRAN,SX 

TEL 0744—22-3051府胤2270

〔E-mail khirai.@nmu-gw.naramed-u.ac.jp〕
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氏 名 所属及び連絡所 職名 指導曜日 指導場所 指導内容

大阪工業大学
''' 

船 忠志 工学部機械工学科 DJJ孝文j受 水、金 研究 Fortran 

TEL 06-954-4250 

CE-mai 1 mifune@med.oit.ac.jpl 

大阪薬科大学

大 石 宏 文 情報科学解析センター 助 手 適 時 研究 OS, FORTRAN 

TEL 0726-90-1090 TSS 

〔E-mail oh i sh i @oysunO 1. oups. ac. j p〕

関西大学

関 慎佐子 工学部電気工学科 助教授 適 時 研究 FORTRAN 

TEL 06-368-0866 

〔E-mail sekim@gep.kansai-u.ac. jp〕

近畿大学

藤 堅正 理工学部原子炉工学科 講 師 適 時 研究 TSS,FORTRAN 

TEL 06-721-2332府穏4353

〔E-mai1 fuj i@ned. kindai. ac. jp〕

大阪電気通倍大学

生 田 孝 工学部虎システb.I罪 教授 適時 研究室 FORTRAN 

TEL 0720-24-11311梢繰2456

奈良工業高等専門学校

多 正城 情報工学科 助教授 適 時 研究室 情報処理全搬

TEL 0743-55-6134 

[E—mai1 taki@nfo.nara-k.ac. jp〕

神戸薬科大学

岩 JI I 精 吾 薬剤学研究室 教授 月曜日 研究 テ‘ータI¥,, ス

TEL 078-441-7534 

CE-mai 1 iwakawa@kobepharma-u.ac. jp〕
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氏 名 所属及び連絡所 職名 指導曜日 指導場所 指導内容

四国大学

村乎 雄 生活科学部管軟養士養威訊程 教授 適 時 研究室 FORTRAN 

TEL 0886-65-1300府爵2211 T -,, タベース

E-mai I yyoshimura@shilrnku-u.ac. jp〕

徳島大学

lこ 田 哲 史 .[学部知能情報」”汀ク．学科 講 師 適 時 研究室 C, ネットリーク
TEL 0886-56-7501 

〔E-mai1 tethushi@is.tokushima-u.ac.jp〕

阿南工業高等導門学校

武知 英夫 i幾オ戒エ→哨冴斗 助教授 適 時 研究 UNIX,FORTRAN 

TEL 0884-23-7100 NE1WORK 

〔E-mai1 a63059@center. osaka-u. ac. jp〕

大阪経済大学

家 本 修 経営情報学部 教授 火，水，木 研究室 SPSS,SAS,Sり

TEL 06-328-2431 各ア7゚リケーショ‘

[E—mai1 iemoto@osakaーue.ac.jp〕 Fortran.c等

愛媛大学

山 田 ,-½ ヵ 之 工学部情報工学科 助教授 適 時 研究室 ネットリーク

TEL 089-927-9963 UNIX, JAVA 
〔E-maiI yarnada@cs.ehirne-u.ac. jp〕

I 
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平成10年度データベース指導員

データベース指導員は、本センターがサービスしている「BIOSISデータベース」の

利用方法等に精通している利用者の方に、本センターが協力をお願いしているものです。

各地区の U用者の方で 「BIOSISデータベースの I用 ‘ に マのる は

下記のデータベース指導員へご相談ください。

地区 氏 名 所属及び連絡先 職名 指導曜日 指導場所 闘陥

札幌医科大学医学部

第 1地区 辰 巳治之 教授 適時 研究室 BIOS IS 

TEL 011-611-2111内巖2244

〔E-mailtatsumi@sapmed.ac.jp〕

横浜国立大学工学部

第3地区 小泉淳一 教授 適時 研究室 B IOSIS 

TEL 045-339-4266 データ

ヘ‘ース

島根大学生物資源科学部

第5地区 竹 山光一 教授 適時 研究室 BIOS IS 

TEL-0852-32-6545 

〔E-mailtakeyama@lie.shimane-u.ac.jp〕

大阪大学薬学部

谷 佳津治 講師 月～金 研究室 BIOS IS 

TEL 06-879-8173 

〔E-mailtani@phs.osaka-u.ac. jp〕

大阪大学大学院基礎工学

第6地区 葛西道生 研究科 教授 随時 研究室 BIOS IS 

TEL 06-850-6540内巖6540

〔E-mailkasai@bpe.es.osaka-u.ac. jp〕

香川医科大学医学部

真鍋芳樹 講師 随時 研究室

TEL 087-891-2235 

〔E-mailmanabe@kms.ac. jp〕

山口大学農学部

第7地区 谷 宏 助教授 水曜日 研究室 BIOS IS 

TEL 0839-33-5864 

〔E-mailtani@agr.yamaguchi-u.ac. jp〕
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図書資料室の利用について

本センター図書資料室の利用は、下記のとおりです。

利用を希望される方は、 1階利用者受付（共同利用掛）へお越しください。

記

1. 開室時間

月曜日～金曜日 午前〔 9:00~12:00 ] 午後〔 13 : 00~17 : 00 〕

※祝祭日、年末年始および図書整理を行う日等は閉室します。

※閲覧、貸出以外の目的で図書資料室内に入らないでください。

※室内では、他の利用者の迷惑にならないようお願いします。

2. 利用資格
1. 大阪大学の本センター利用有資格者

2. 大阪大学外の本センター利用者（登録番号所持者）

3 . 閲覧

閲覧は必ず閲覧コーナー内でお願いします。原則として書架への立入りはできません。

4. 貸出
(1)図書 ・資料を室外に帯出する場合は、係員に申し出て手続きをしてください。

貸出手続きに必要なもの

l. 大阪大学の本センター利用有資格者

0大阪大学附属図書館発行の図書貸出券（図書館利用者票は除く）
O身分証明書の提示
2. 大阪大学外の本センタ ー利用者

O登録番号の提示
O身分証明書の提示

※本センタ ーの教官室に配置している図書は、該当教官の同意があれば貸出します。

※禁帯出指定の図書、資料（辞書、数表、便覧、雑誌の最新号、特定のマニュアルなど）は貸出しできません。

(2)貸出期間と冊数

単行書、製本雑誌

上記以外

1週間

1日間
I同時に合計4冊（点）以内

※貸出期間を過ぎても返却されない場合は、

貸出しを一定期間停止することがあります。
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●和雑誌

ASCII 

図書資料室所蔵の最新雑誌・マニュアル・ビデオ資料等の一覧

INTERNET MAGAZINE 

INTERNET USER 

コンピュータソフトウエア

Computer Today 

(10.4.1現在）

情報処理学会研匹報告
（計算機アーチアクチャ、システムソフトウエアとオペレーティング・システム、情報システムと社会環境、

データベースシステム ハイパフォーマンス・コンピューテイング、分散システム運用技術、マルチメデ

ィア通信と分散処理）

Super ASCII 

電子情報通信学会技術研究報告
（オフィスシステム、画像工学、交換システム、コンカレント工学、コンピュータシステム、コンピューテ

ーション、情報セキュリティ、情報ネットワーク、人工知能と知識処理、通倍方式、データ工学、光エレ

クトロニクス、光通信システム、ヒューマン情報処理、マルチメデイア・仮想環境基礎）

日経インターネットテクノロジ一

日経コミュニケーション

日経コンピュータ

日経CG

日経パソコン

bit 

MACLIFE 

UNIX MAGAZINE 

●メーカー技報・広報誌

I B M ; PROfessional VISION, IBM USERS.ACCESS、無限大

沖電気；沖電気研究開発

日本電気； NEC技報、 NECReseach & Development (洋雑誌）、コンセンサス

日本電子計算機； JECCジャーナル

日 立；日立評論

士通； FUJITSU, 富士通ジャーナル

●大学計算機センター刊行物

七大学大型計算機センター刊行物

全国各大学情報処理センター刊行物

学術情報センター刊行物

●マニュアル

SX,IWのマニュアル、各種アプリケーションのマニュアル等

●ビデオ資料

Sun OS入門

Cプログラム入門 (1~7)

データ通信入門 (1~6)

UNIX入門 (1~6)

ワークステーションのソフトウエア技術 (1~6、別巻）

Toward the Ultra High-speed computing System 

●図書

UNIXナッツシェルシリーズ； UNIX関連入門・応用書

その他計算機関係図書等
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大型計算機利用に伴う利用者旅費について

J, J, J, 遠隔地から利用の方、旅費を支給します。

本センターで直接計算機を利用してみませんか? J,J,J, 

遠隔地の利用者が本センターに出向き計算機を利用する場合、申請に基づいて利用者旅費を支給する制度があ
ります。この制度は、本センターを利用するための環境が不十分な遠隔地の利用者の便宜を図るためのものです。

（対象者）

遠隔地の利用者（大学院生含む）。ただし、文部省科学研究費補助金による利用者は対象外です。

（出張期間）

地区名 出張期間 滞在期間

第1地区
第2地区
第3地区 4泊5日以内 センター滞在3日以内
第4地区 （出張回数は、 1~2 回／月）
第7地区

4泊5日以内 センター滞在3日以内
（出張回数は、 1~2 回／月）

①日焔りの場合

第5地区 連絡所（所在地）が本センターから概ね 50Km以内の利用者
第6地区 （日帰り出張回数は、 5回／月以内）

②日帰り、または宿泊できる場合

連絡所（所在地）が本センターから概ね 50Km~lOOKmの利用者
③宿泊できる場合

連絡所（所在地）が本センターから概ね lOOKm以上の利用者

（支給旅費）

国家公務貝等の旅費に関する法律等に定める運賃、日当及び宿泊費。

（申込み方法・支給方法）

1 . この利用者旅費で本センターヘ出張し、計算機を利用しようと思われる方は、出張希望日の2週間前まで
に「利用者旅費支給申請書」 （所定用紙）を本センターヘ提出してください。申請書の「出張利用の理由」
欄には、特に本センターヘ出張し計算機を利用しなければならない理由を具体的に記入してください。
大学院生は、指導教官の承諾が必要です。

2. 出張理由等を審究し、出張を承認した場合は、本センターから利用者へ
電話連絡し、併せて文書により所属長宛に出張依頼をします。

3. 出張時には、出勤簿に押印し、報告書を提出していただきます。
4. 旅費の支給は、精算払いで、指定銀行口座へ振込みます。

（問い合わせ先）

大阪大学大型計算機センター 共同利用掛

電話 06-879-8808
E-mai I kyoudou@center. osaka-u. ac. jp 
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利用者旅費支給申請書

大阪大学大型計算機センター長 殿

下記のとおり大型計算機センター利用者旅費支給の申請をします。

平成年月日

◇大学院生の方は、指導教官の承諾が必要です（下記の承諾書に記入）。

利用者番号

申請者名 印 職名

I I I I 
※国立学校教職員のみ記入

教育
級・ （） 級 発令 平成 年 月 日

行政 年月日

大学 学部（研究所・センター） 学科

所属機関 大学大学院 研究科 専攻

短期大学 学科

高等専門学校 学科

所属機関 〒 所属機関 線

の の

所在地 最寄駅 駅

連絡先 内線（ ） 

電話番号

利用者の 〒

現住所

利用期間 平成 年 月 日 ～ 月 日 （ 日間）

出張期間 平成 年 月 日 ～ 月 日 （ 泊 日）

日帰り 平成 年 月 日、 日、 日、 日、 日（ 日間）

出張利用の理由

承諾

大阪大学大型計算機センターの計算機利用（端末機器の操作）のため、利用者旅費申請者

（大学院生： ）が、上記の出張期間で貴センターヘ旅行する

ことを承諾します。
指導教官 印
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